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リ
エ
ン
ス
強
化
の
た
め
に
、

電
力
の
安
定
供
給
を
図
る
。

　
当
会
が
策
定
し
た
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画

で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
　１３

年
度
比
で
　
％
削
減
す
る
と

３７

い
う
　
年
度
の
目
標
を
、　

３０

２３

年
度
に
前
倒
し
で
達
成
し

た
。
新
た
に
　
年
に
向
け
た

５０

行
動
計
画
の
策
定
を
進
め
て

２
０
２
５
年
の
針
路
  ①

ＣＯ２排出量３７％削減を前倒しで達成

アルミ電線  １９年度比で６割増

　
日
本
電
線
工
業
会
の
森
平
英
也
会
長
（
古
河
電
工
代
表
取
締
役
社
長
）
が
本
紙
の
新
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。

協
会
の
重
要
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
商
慣
習
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、「
新
品
偏
重
問
題
や
件
名
先
物
契
約
問
題
が
改

善
し
、
業
界
全
体
で
浸
透
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。　

年
度
の
電
線
需
要
で
は
自
動
車
に
期
待
を
寄
せ
、「
生
産
台
数

２５

が
回
復
す
れ
ば
、
過
去
最
高
値
を
更
新
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
、「
車
載
Ｗ
Ｈ
は
ア
ル
ミ
化
が
進
む
」
と
中
期
的

な
見
通
し
に
も
触
れ
た
。
課
題
で
あ
る
人
材
不
足
に
つ
い
て
は
、「
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
気
運
を
醸

成
す
る
」
と
し
、
電
線
業
界
な
ら
で
は
の
働
き
が
い
を
若
い
世
代
に
発
信
す
る
。

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

て
い
る
と
の
声
が
聞
か
れ

る
」人

材
不
足
へ
の
対
策
 

電
線
業
界
全
体
で
解
決

　

―
電
線
業
界
の
人
材
不

足
へ
の
対
応
は
？

　
「
当
会
の
人
材
育
成
専
門

委
員
会
が
、
会
員
社
を
対
象

に
　
年
　
～
　
月
に
実
施
し

２１

１０

１２

た
『
人
材
関
連
課
題
ア
ン
ケ

ー
ト
』
に
よ
る
と
、
人
材
不

足
は
事
業
規
模
を
問
わ
ず
、

管
理
・
製
造
・
営
業
な
ど
の

ど
の
部
署
で
も
課
題
意
識
を

抱
え
て
い
る
と
い
う
結
果
だ

っ
た
。
人
材
不
足
が
電
線
業

界
全
体
の
課
題
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
解
決
方
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
、　

年
か
ら
は
有
識
者
講

２１

演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
る
。

人
的
課
題
な
ど
会
員
社
の
共

通
課
題
に
つ
い
て
、
電
線
業

界
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
気
運
を
醸
成
し
、

会
員
社
の
経
営
課
題
解
決
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。　

年
は
『
組
織

２４

成
長
へ
の
取
り
組
み
』
を
テ

ー
マ
に
、
昭
和
製
線
と
明
興

双
葉
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
を
迎

え
、
約
　
人
が
参
加
し
た
。

８０

　
ま
た
、
電
線
の
日
（
　
月
１１

　
日
）
の
他
に
、
さ
ま
ざ
ま

１８

な
広
報
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。
電
線
と
電
線
業
界
の
認

知
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
こ

の
業
界
で
働
く
皆
さ
ん
が
自

信
を
持
っ
て
働
け
る
業
界
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
で
も
あ
る
。　

年
２４

の
電
線
の
日
は
、
古
河
電
工

出
身
で
元
サ
ッ
カ
ー
全
日
本

代
表
監
督
の
岡
田
武
史
氏
と

私
が
『
人
材
育
成
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
？
』

を
テ
ー
マ
に
対
談
し
た
動
画

を
公
開
し
た
」

　

―
電
線
業
界
な
ら
で
は

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
「
こ
の
業
界
に
入
っ
て
働

き
続
け
よ
う
と
い
う
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
が
い
や

適
正
な
賃
金
・
待
遇
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
沸
き

出
る
も
の
だ
。
働
い
て
良
か

っ
た
と
胸
を
張
っ
て
感
じ
ら

れ
る
労
働
環
境
を
、
引
き
続

き
当
会
で
も
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
電
線
の
特
長
や
魅
力
は
、

も
っ
と
社
会
的
に
認
知
さ
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
。
電
線
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
電
線
が
身
近
な
存
在

で
あ
る
こ
と
、
電
線
流
通
の

お
も
し
ろ
さ
な
ど
を
若
い
世

代
に
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
石
山
蓮
華
さ
ん
と
も

協
力
し
て
発
信
し
た
い
」

い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に

向
け
た
活
動
は
、
個
々
の
会

員
社
が
取
り
組
む
こ
と
が
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
当
会

で
は
、
電
線
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

の
石
山
蓮
華
さ
ん
が
出
演
さ

れ
た
ム
ー
ビ
ー
『
石
山
蓮
華

の
電
線
探
訪
』
な
ど
を
通
じ

て
、
各
社
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
い
る
」

　

―
２
０
２
４
年
問
題
へ

の
対
策
は
？

　
「
　
年
６
月
に
政
府
が
策

２３

定
し
た
『
物
流
の
適
正
化
・

生
産
性
向
上
に
向
け
た
荷
主

事
業
者
・
物
流
事
業
者
の
取

組
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
に
基
づ
い
て
、
当
会
も

『
電
線
業
界
に
お
け
る
物
流

の
自
主
行
動
計
画
』
を
策
定

し
、　

年
　
月
に
経
済
産
業

２３

１２

省
へ
提
出
し
た
。

　
物
流
費
の
高
騰
に
つ
い
て

は
、
値
上
げ
分
を
ど
の
程
度

価
格
転
嫁
で
き
る
か
が
大
き

な
課
題
だ
。
会
員
社
に
よ
る

と
、
原
材
料
費
分
の
価
格
転

嫁
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る

が
、
燃
料
費
・
物
流
費
の
価

格
転
嫁
は
進
行
中
だ
と
い

う
。
　
ま
た
、
建
設
業
界
で
は
人

材
不
足
が
深
刻
化
し
、
働
き

方
改
革
の
影
響
で
労
働
時
間

が
制
約
さ
れ
、
工
事
が
遅
れ

が
課
題
だ
」

拡
大
す
る
Ｄ
Ｃ
市
場
 

通
信
と
電
力
に
勝
機

　

―
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

（
Ｄ
Ｃ
）
市
場
に
お
け
る
電

線
需
要
は
？

　
「
特
に
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル

や
電
力
ケ
ー
ブ
ル
の
大
き
な

需
要
が
見
込
ま
れ
、
電
線
業

界
に
と
っ
て
は
事
業
拡
大
の

機
会
に
な
る
。
通
信
ト
ラ
フ

ィ
ッ
ク
が
世
界
的
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
通

信
網
の
拡
大
・
安
定
・
発
展

に
向
け
て
、
高
品
質
・
高
付

加
価
値
・
高
機
能
な
光
フ
ァ

イ
バ
や
関
連
製
品
を
安
定
供

給
す
る
こ
と
が
電
線
業
界
に

求
め
ら
れ
る
。

　
日
本
は
電
力
需
給
の
高
さ

や
地
政
学
リ
ス
ク
の
少
な
さ

な
ど
の
電
力
面
と
、
欧
米
と

ア
ジ
ア
の
中
計
地
点
に
あ
る

と
い
う
通
信
面
で
優
れ
て
お

り
、
Ｄ
Ｃ
の
好
適
地
と
い
わ

れ
て
い
る
。
今
後
、
日
本
へ

の
Ｄ
Ｃ
誘
致
は
ま
す
ま
す
進

展
す
る
だ
ろ
う
」

　

―
再
エ
ネ
関
連
の
課
題

は
？
　
「
広
域
連
系
線
や
地
域
間

連
系
線
に
よ
る
電
力
網
の
整

備
を
推
進
し
、
電
力
の
レ
ジ

み
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
や
自
動
車
の
電
動
化

が
進
む
こ
と
か
ら
、
モ
ー
タ

ー
の
巻
線
や
セ
ン
サ
ー
と
い

っ
た
電
装
品
に
使
わ
れ
る
機

器
用
電
線
の
需
要
は
、
今
後

一
層
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
ア
ル
ミ
電
線
は
、
銅
価
高

騰
や
自
動
車
の
軽
量
化
か

ら
、
車
載
Ｗ
Ｈ
の
ア
ル
ミ
化

が
進
む
。　

年
に
は
１
千
８

１９

４
９
㌧
だ
っ
た
出
荷
が
、　２３

年
に
は
３
千
　
㌧
で
６
割
増

１８

に
な
っ
た
。
環
境
配
慮
も
あ

り
、
銅
か
ら
ア
ル
ミ
へ
の
置

き
換
え
は
進
む
だ
ろ
う
。

　
エ
コ
ケ
ー
ブ
ル
は
コ
ス
ト

高
に
よ
る
販
売
価
格
を
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
が
納
得
で
き
る
か

う
。
輸
出
は
案
件
に
も
よ
る

が
、
円
安
や
売
上
高
の
増
加

に
期
待
し
て
い
る
」

　

―
中
期
的
な
電
線
需
要

と
社
会
的
な
背
景
は
？

　
「
　
年
度
ま
で
の
中
期
電

２８

線
出
荷
は
、
年
平
均
で
プ
ラ

ス
０
・
６
％
で
微
増
の
見
通

し
だ
。
背
景
に
あ
る
の
は
、

人
口
減
少
や
住
宅
着
工
数
の

減
少
に
よ
り
、
銅
電
線
出
荷

の
約
半
数
を
占
め
る
建
設
・

電
販
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
こ

と
に
あ
る
。

　
電
力
で
は
、
再
エ
ネ
導
入

の
促
進
の
た
め
の
送
電
線
、

地
域
間
送
電
線
や
広
域
連
系

線
と
い
っ
た
、
電
力
網
整
備

に
伴
っ
て
需
要
が
高
ま
る
と

浸
透
し
て
い
る
と
い
う
報
告

が
あ
っ
た
」

　

―
　
年
度
の
電
線
出
荷

２５

見
通
し
は
？

　
「
通
信
と
電
力
は
前
年
度

並
み
、
電
気
機
械
は
、
自
動

車
生
産
台
数
の
回
復
に
伴

い
、
電
装
品
の
需
要
が
回
復

す
る
だ
ろ
う
。
自
動
車
は
生

産
台
数
が
回
復
す
れ
ば
、
過

去
最
高
値
を
更
新
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
建
設
・
電
販
は
、

都
市
再
開
発
、
Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
、

物
流
倉
庫
、
再
エ
ネ
関
連
な

ど
の
大
型
案
件
に
よ
る
需
要

に
期
待
し
た
い
。
そ
の
他
内

需
は
、
前
年
に
続
い
て
各
分

野
で
設
備
投
資
が
進
み
、
電

線
需
要
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

復
に
よ
る
需
要
の
高
ま
り
が

感
じ
ら
れ
、
民
間
企
業
の
設

備
投
資
も
回
復
し
、
プ
ラ
ス

の
見
通
し
だ
。

　
輸
出
は
、
中
東
向
け
の
電

力
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
大
型
案

件
が
あ
り
、
前
年
度
比
で
プ

ラ
ス
と
な
る
だ
ろ
う
」

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
不
足
 

市
場
動
向
を
注
視

　

―
電
線
ケ
ー
ブ
ル
不
足

へ
の
対
応
は
？

　
「
　
年
春
か
ら
　
年
３
月

２３

２４

に
か
け
て
、
建
設
・
電
販
用

の
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
不
足
が

発
生
し
た
。
建
設
業
界
の
人

手
不
足
も
あ
り
、
工
事
遅
れ

が
発
生
し
た
が
、
現
在
の
需

給
は
落
ち
着
い
て
い
る
。
し

か
し
、
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
は
、

納
期
が
最
大
で
８
カ
月
と
い

う
状
況
だ
。
ユ
ー
ザ
の
皆
さ

ま
に
は
、
汎
用
電
線
を
取
り

扱
う
大
手
４
社
が
公
開
し
て

い
る
納
期
情
報
を
参
考
に
、

冷
静
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
当
会
は
常
に
動
向
を

注
視
し
、
市
場
の
混
乱
を
招

か
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
情

報
発
信
に
努
め
る
」

　

―
「
商
慣
習
の
改
善
」の

進
捗
は
？

　
「
　
年
２
月
に
自
主
ガ
イ

１６

ド
ラ
イ
ン
『
電
線
業
界
の
取

引
適
正
化
の
た
め
に
』
を
策

定
し
、
電
線
流
通
業
者
に
も

働
き
か
け
て
い
る
。
昨
年
で

　
回
目
と
な
る
フ
ォ
ロ
ー
ア

１０ッ
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
新

品
偏
重
問
題
や
件
名
先
物
契

約
問
題
の
改
善
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
全
日

本
電
線
販
売
業
者
連
合
会
か

ら
も
『
商
慣
習
の
改
善
』
は

　

―
　
年
度
の
電
線
出
荷

２４

に
つ
い
て
は
？

　
「
部
門
別
に
み
る
と
、
通

信
は
上
期
は
旺
盛
だ
っ
た

が
、
夏
頃
か
ら
年
末
に
か
け

て
落
ち
込
み
、
年
間
で
は
前

年
度
と
同
程
度
と
な
る
見
通

し
だ
。

　
電
力
は
施
工
人
員
不
足
の

懸
念
は
あ
る
が
、
設
備
更
新

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
の
需
要
が
あ
り
、
前
年
度

比
で
プ
ラ
ス
。

　
電
気
機
械
は
、
マ
イ
ナ
ス

が
続
い
て
い
た
が
、
家
電
な

ど
の
分
野
で
は
回
復
が
見
ら

れ
底
打
ち
感
が
あ
る
。
電
装

品
は
、
自
動
車
認
証
不
正
問

題
の
影
響
で
ま
だ
低
調
だ
。

　
自
動
車
は
、
自
動
車
認
証

不
正
問
題
の
影
響
か
ら
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
の
見
通
し

だ
。
そ
れ
で
も
過
去
の
出
荷

量
と
比
較
す
る
と
堅
調
で
、

　
年
度
に
期
待
し
た
い
。

２５　
建
設
・
電
販
は
、
年
明
け

か
ら
５
月
頃
ま
で
は
前
年
比

プ
ラ
ス
で
推
移
し
た
が
、
下

期
は
そ
の
反
動
で
需
要
が
落

ち
込
ん
で
い
る
。
通
期
で
は

前
年
度
と
同
程
度
か
わ
ず
か

に
下
回
る
見
通
し
だ
。

　
そ
の
他
内
需
は
、
景
気
回

交
流
海
底
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
完
工

比
・
セ
ブ
島
―
ボ
ホ
ー
ル
島
間

住友電工

後
も
同
国
に
お
け
る
持
続
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
へ
貢
献

し
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

ル
を
含
む
シ
ス
テ
ム
の
設

計
、
製
造
、
敷
設
工
事
を
請

け
負
い
、
特
に
高
度
な
技
術

が
要
求
さ
れ
る
深
海
で
の
工

事
を
工
期
通
り
に
完
工
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
定
的

か
つ
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
が
可
能
と
な
り
、
地
域

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
原
田
和
平
執
行
役

員
は
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ

ン
フ
ラ
強
化
に
向
け
た
重
要

な
成
果
で
あ
り
、
当
社
は
今

グ
リ
ッ
ド
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
受
注
し
た
も
の
。

近
年
の
観
光
客
増
加
に
伴
う

ボ
ホ
ー
ル
島
で
の
電
力
需
給

逼
迫
を
解
消
し
、
地
域
全
体

の
電
力
網
の
信
頼
性
を
強
化

す
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
な
る
。

　
住
友
電
工
は
、
２
３
０
夙

交
流
Ｘ
Ｌ
Ｐ
Ｅ
絶
縁
ケ
ー
ブ

　
住
友
電
工
は
　
月
　
日
、

１２

１２

セ
ブ
島
―
ボ
ホ
ー
ル
島
間
の

全
長
　
㎞
の
ル
ー
ト
に
、
２

２７

３
０
夙
交
流
海
底
ケ
ー
ブ
ル

（
１
千
２
０
０
　
・
２
回
線
）

MW

を
敷
設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
、　

年
９
月
に
完
工
し
た

２４

と
発
表
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

芝浦工大でプレイベント
ＳＷＣＣ

学生がＡＶＲを体験

ベ
ー
ト
技
術
を
結
集
す
る
こ

と
で
、
５
Ｇ
／
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ

ｄ
５
Ｇ
時
代
の
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
要
求
さ
れ
る
高
速
・

小
型
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
集
積

デ
バ
イ
ス
と
、
こ
れ
ら
に
よ

る
低
消
費
電
力
・
広
帯
域
化

に
対
応
し
た
光
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
の
供
給
が
可
能
と
な
り
、

両
社
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
判
断
し
、

子
会
社
化
を
決
議
し
た
。

　
同
社
は
、
今
回
の
株
式
取

得
後
も
、
富
士
通
と
引
き
続

き
連
携
し
、
持
続
可
能
な
未

来
社
会
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。

の
長
年
の
技
術
の
蓄
積
を
生

か
し
、
レ
ー
ザ
ダ
イ
オ
ー
ド

モ
ジ
ュ
ー
ル
や
ス
プ
リ
ッ
タ

な
ど
高
品
質
な
製
品
を
世
界

中
へ
供
給
し
て
い
る
。

　
古
河
電
工
は
、
同
社
の
光

半
導
体
光
源
技
術
と
、
富
士

通
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ツ
の
リ
チ
ウ
ム
ナ
イ
オ

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
る
。

　
一
方
、
古
河
電
工
は
、
光

デ
バ
イ
ス
・
光
部
品
分
野
で

　
古
河
電
工
は
、　

月
　
日

１２

１２

開
催
の
取
締
役
会
に
お
い

て
、
富
士
通
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
の
全
株
式

を
取
得
し
、
子
会
社
化
す
る

こ
と
を
決
議
し
た
。

　
富
士
通
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
は
、
富
士
通

の
１
０
０
％
子
会
社
。
光
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
た
め
に
必
須
と
な
る
光
変

調
器
や
光
受
信
器
や
、
そ
れ

ら
を
利
用
し
た
光
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
の
開
発
、
製
造
、
販
売

を
手
掛
け
て
い
る
。
特
に
光

通
信
の
大
容
量
化
で
重
要
な

技
術
と
な
る
広
帯
域
・
高
速

変
調
特
性
に
優
れ
た
リ
チ
ウ

ム
ナ
イ
オ
ベ
ー
ト
を
用
い
た

高
速
光
変
調
器
で
は
、
長
年

富
士
通
子
会
社
を
買
収
へ

光
通
信
用
機
器
を
強
化

古河電工

同プロジェクトの敷設ルート

「どこでもいけるド
ア」を体験する学生

力
を
挙
げ
て
臨
む
」
と
い
う

意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
▼
一
方
、
現
代
の
ロ

シ
ア
で
は
太
字
で
描
か
れ
た

白
い
「
Ｚ
」
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
支
持
や
愛
国
心
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
ロ
シ
ア
の
戦
車
や
親
ロ

シ
ア
派
デ
モ
隊
の
看
板
や
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
、
Ｚ
と
い
う
文
字

が
踊
っ
て
い
る
。
２
月
で
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
３
年
目
に

入
る
。
中
東
情
勢
も
き
な
臭

さ
を
増
す
ば
か
り
だ
。
イ
ン

フ
ラ
を
破
壊
し
、
罪
の
な
い

多
く
の
民
間
人
が
犠
牲
に
な

る
、
無
益
な
戦
争
に
今
年
こ

そ
終
止
符
を
打
っ
て
も
ら
い

た
い
。 

（
微
風
）

「
Ｚ
旗
」
が
翻
っ
た
。
Ｚ
は

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
最
後
の
文

字
で
後
が
な
い
。「
皇
国
ノ

興
廃
、
此
ノ
一
戦
ニ
ア
リ
。

各
員
一
層
奮
励
努
力
セ
ヨ
」

と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
▼
午

後
２
時
５
分
、
日
本
連
合
艦

隊
は
突
然
、
ロ
シ
ア
艦
隊
の

前
方
で
左
に
大
き
く
舵
を
切

っ
た
。
敵
前
大
回
頭
で
あ

る
。
左
に
タ
ー
ン
し
て
い
る

間
は
敵
の
砲
撃
に
さ
ら
さ
れ

る
が
、
横
向
き
に
な
っ
た
時

点
で
右
舷
側
の
小
砲
と
前
方

・
後
方
搭
載
の
主
砲
か
ら
砲

撃
が
で
き
る
。
結
果
は
日
本

の
大
勝
利
。
以
来
、「
Ｚ
旗
」

は
日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
や
受
験

・
選
挙
な
ど
「
緊
急
事
に
総

　
長
方
形
の
四

隅
を
対
角
線
で

結
び
、
上
か
ら

時
計
回
り
に
黄

・
青
・
赤
・
黒

の
４
色
に
染
め

分
け
た
「
Ｚ
旗
」
は
マ
ス
ト

に
掲
げ
て
船
同
士
が
意
思
疎

通
す
る
た
め
の
国
際
信
号
旗

だ
。
万
国
共
通
の
デ
ザ
イ
ン

で
「
タ
グ
ボ
ー
ト
（
曳
船
）

が
ほ
し
い
」
と
い
う
サ
イ
ン

に
な
る
▼
日
露
戦
争
時
の
１

９
０
５
（
明
治
　
）
年
５
月

３８

　
日
午
後
１
時
　
分
、
バ
ル

２７

５５

チ
ッ
ク
艦
隊
を
日
本
海
で
待

ち
受
け
る
連
合
艦
隊
司
令
長

官
の
東
郷
平
八
郎
が
乗
船
す

る
旗
艦
「
三
笠
」
に
、
こ
の

壬

腎

甚

訊

尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋

尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋尋
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尽
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尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
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尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽
尽

巳年は変化と再生の年
（電線業界も新たなチャレンジを）

中
に
は
そ
の
技
術
力
の
高
さ

に
驚
く
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
学
ん
で
い
る
分
野
に
絡
め

て
本
技
術
の
応
用
例
を
挙
げ

る
学
生
も
い
た
と
い
う
。

　
同
社
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
分
野
に
お
け
る
女
子
学

生
・
女
性
研
究
者
へ
の
キ
ャ

リ
ア
支
援
を
推
進
す
る
た
め

に
、
女
子
学
生
・
女
性
教
員

比
率
向
上
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
芝
浦
工
業
大
学
と
　２３

年
か
ら
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。
今
回
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
は
そ
の
一
環
と
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
社

が
３
月
　
日
に
相
模
原
事
業

２４

所
で
開
催
す
る
「
体
験
・
見

学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
で
、
同
社
が
約
　
年
４０

に
渡
っ
て
開
発
・
販
売
し
て

い
る
免
震
部
材
や
、
研
究
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
超
電

導
技
術
と
い
っ
た
、
相
模
原

事
業
所
で
取
り
扱
っ
て
い
る

主
力
技
術
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
社
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
う
、
新
し
い
技
術

に
触
れ
て
も
ら
う
、
と
い
っ

た
趣
旨
か
ら
、
同
社
の
Ａ
Ｖ

Ｒ
技
術
と
和
歌
山
大
学
の
ボ

リ
ュ
メ
ト
リ
ッ
ク
技
術
に
よ

っ
て
誕
生
し
た
世
界
初
の
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

「
ど
こ
で
も
い
け
る
ド
ア
」

を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
た
。
こ
の
技
術
は

学
生
か
ら
も
「
行
っ
た
こ
と

が
な
い
場
所
に
行
け
る
の
が

す
ご
い
」と
非
常
に
好
評
で
、

　
Ｓ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
は
　
月
　
月
、

１２

１２

芝
浦
工
業
大
学
・
大
宮
キ
ャ

ン
パ
ス
で
体
験
型
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。
大
学
構
内

の
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
に
は
１

０
０
人
が
訪
れ
、
中
に
は
学

生
だ
け
で
な
く
、
職
員
・
教

員
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
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